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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　洗浄水源から供給される洗浄水により便器を洗浄して汚物を排出する水洗大便器であっ
て、
　ボウル形状の汚物受け面と、この汚物受け面の上部に形成されその内周面がほぼ鉛直方
向に立ち上がるように形成されたリム部と、このリム部と上記汚物受け面との間に形成さ
れた棚部と、を備えたボウル部と、
　このボウル部の下方にその入口が接続され汚物を排出する排水路と、
　上記ボウル部の棚部上に洗浄水を吐水して旋回流を形成する第一吐水口部と、この第一
吐水口部から吐水される洗浄水の旋回方向と同一方向に洗浄水を吐水する第二吐水口部と
、
　上記第一吐水口部及び第二吐水口部のそれぞれに洗浄水を供給する導水路と、を有し、
　上記第一吐水口部には、上記導水路の断面積より小さい断面積で且つ所定長さの第一整
流流路が形成され、上記第二吐水口部には、上記導水路の断面積より小さい断面積で且つ
所定長さの第二整流流路が形成され、
　上記第一吐水口部の第一整流流路は、上記棚部と、上記棚部上において上記リム部の上
記内周面から上記ボウル部内側に突出して形成された第一整流流路ボウル部内側壁部と、
このボウル部内側壁部の上端と上記リム部の内周面とを結ぶ上壁部と、上記リム部の内周
面とにより形成され、
　上記第二吐水口部の第二整流流路は、上記棚部と、上記棚部上において上記リム部の上
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記内周面から上記ボウル部内側に突出して形成された第二整流流路ボウル部内側壁部と、
このボウル部内側壁部の上端と上記リム部の内周面とを結ぶ上壁部と、上記リム部の内周
面とにより形成され、
　上記第一整流流路ボウル部内側壁部及び上記第二整流流路ボウル部内側壁部の少なくと
も一方は、上記リム部の上記内周面から上記リム部の上記内周面の曲率半径よりも小さい
曲率半径を有する弧を描くように延びていることを特徴とする水洗大便器。
【請求項２】
　上記第一吐水口部及び上記第二吐水口部は、それぞれの断面が縦方向に長い矩形形状に
形成されている請求項１記載の水洗大便器。
【請求項３】
　上記第一吐水口部の上記ボウル部内側壁部及び上記第二吐水口部の上記ボウル部内側壁
部は、それぞれ、上記棚部の内側端近傍まで突出して形成されている請求項１記載の水洗
大便器。
【請求項４】
　上記第一吐水口部の第一整流流路及び上記第二吐水口部の第二整流流路は、１５ｍｍ～
２５ｍｍの長さに形成されている、請求項１又は３記載の水洗大便器。
【請求項５】
　上記第一吐水口部及び上記第二吐水口部は、これらの断面形状の縦の長さと、横の長さ
との比率が２：１乃至５：１の長さの比率に形成されている、請求項２記載の水洗大便器
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水洗大便器に係り、特に、洗浄水源から供給される洗浄水により便器を洗浄
して汚物を排出する水洗大便器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、特許文献１に開示されているように、水洗大便器のボウル部の全周のリム部を
垂直な立壁として形成し、リム導水路に流れ込んだリム洗浄水をボウル部のボウル面に向
けて噴出する第一リム吐水口と第二リム吐水口との２つのリム吐水口を有し、第一リム吐
水口と第二リム吐水口から同じ周回方向に洗浄水を吐水して旋回流にてボウル部を洗浄す
る水洗大便器が知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－９８００３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１の水洗大便器においては、洗浄水がリム導水路からボウル部
のボウル面に直接的に噴出されるために、第一リム吐水口及び第二リム吐水口から、洗浄
水が乱れた状態でボウル部に吐水され、第一リム吐水口及び第二リム吐水口から吐水され
た洗浄水同士が衝突し、水飛びを生じることがあり、リム部が垂直な立壁として形成され
ている水洗大便器においてはリム部を越えて便器外に水飛びを生じてしまうといった課題
があった。
【０００５】
　そこで、本発明は、上述した従来技術の問題点を解決するためになされたものであり、
第一吐水口部及び第二吐水口部から、それぞれ、整流された洗浄水が吐水されるので、リ
ム部が上縁部までその内周面がほぼ鉛直方向に立ち上がるように形成されたものであって
も、洗浄水がリム部を越えて便器外に水飛びすることを防止することができる水洗大便器
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を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の目的を達成するために、本発明は、洗浄水源から供給される洗浄水により便器を
洗浄して汚物を排出する水洗大便器であって、ボウル形状の汚物受け面と、この汚物受け
面の上部に形成されその内周面がほぼ鉛直方向に立ち上がるように形成されたリム部と、
このリム部と汚物受け面との間に形成された棚部と、を備えたボウル部と、このボウル部
の下方にその入口が接続され汚物を排出する排水路と、ボウル部の棚部上に洗浄水を吐水
して旋回流を形成する第一吐水口部と、この第一吐水口部から吐水される洗浄水の旋回方
向と同一方向に洗浄水を吐水する第二吐水口部と、第一吐水口部及び第二吐水口部のそれ
ぞれに洗浄水を供給する導水路と、を有し、第一吐水口部には、導水路の断面積より小さ
い断面積で且つ所定長さの第一整流流路が形成され、第二吐水口部には、導水路の断面積
より小さい断面積で且つ所定長さの第二整流流路が形成され、第一吐水口部の第一整流流
路は、棚部と、棚部上においてリム部の内周面からボウル部内側に突出して形成された第
一整流流路ボウル部内側壁部と、このボウル部内側壁部の上端とリム部の内周面とを結ぶ
上壁部と、リム部の内周面とにより形成され、第二吐水口部の第二整流流路は、棚部と、
棚部上においてリム部の内周面からボウル部内側に突出して形成された第二整流流路ボウ
ル部内側壁部と、このボウル部内側壁部の上端とリム部の内周面とを結ぶ上壁部と、リム
部の内周面とにより形成され、第一整流流路ボウル部内側壁部及び第二整流流路ボウル部
内側壁部の少なくとも一方は、リム部の内周面からリム部の内周面の曲率半径よりも小さ
い曲率半径を有する弧を描くように延びていることを特徴としている。
　このように構成された本発明においては、第一吐水口部には導水路の断面積より小さい
断面積で且つ所定長さの第一整流流路が形成され、第二吐水口部には導水路の断面積より
小さい断面積で且つ所定長さの第二整流流路が形成されているので、導水路から第一吐水
口部及び第二吐水口部に流入した洗浄水は、それぞれ、第一整流流路及び第二整流流路に
より整流される。その結果、本発明によれば、第一吐水口部及び第二吐水口部からは、そ
れぞれ、整流された洗浄水が吐水されるので、リム部が上縁部までその内周面がほぼ鉛直
方向に立ち上がるように形成されたものであっても、洗浄水がリム部を越えて便器外に水
飛びすることを防止することができる。
　また、このように構成された本発明においては、第一吐水口部の第一整流流路のボウル
部内側壁部が、棚部上で且つボウル部内側に突出して形成されているので、第二吐水口部
から吐水された洗浄水が、棚部上を旋回し、第一吐水口部近傍に達したとき、第一吐水口
部のボウル部内側壁部の内周面に沿ってガイドされるので、第一吐水口部から吐水された
洗浄水と激しく衝突することを抑えることができる。さらに、第二吐水口部の第二整流流
路のボウル部内側壁部が、棚部上で且つボウル部内側に突出して形成されているので、第
一吐水口部から吐水された洗浄水が、棚部上を旋回し、第二吐水口部近傍に達したとき、
第二吐水口部のボウル部内側壁部の内周面に沿ってガイドされるので、第二吐水口部から
吐水された洗浄水と激しく衝突することを抑えることができる。この結果、本発明によれ
ば、第一及び第二の吐水口部において、洗浄水が衝突して便器外に水飛びすることを防止
することができる。
　また、第一吐水口部から吐水された洗浄水と第二吐水口部から吐水された洗浄水とを、
第一整流流路ボウル部内側壁部及び第二整流流路ボウル部内側壁部の少なくとも一方がリ
ム部の内周面の曲率半径よりも小さい曲率半径を有する弧を描くように延びる方向を境に
、それぞれ別々の流線方向に分けてガイドでき、これらの洗浄水の水流同士の衝突を抑制
させることができ、リム部が上縁部までその内周面がほぼ鉛直方向に立ち上がるように形
成されたものであっても、洗浄水がリム部を越えて便器外に水飛びすることを防止するこ
とができる。
【０００７】
　本発明において、好ましくは、第一吐水口部及び第二吐水口部は、それぞれの断面が縦
方向に長い矩形形状に形成されている。
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　このように構成された本発明においては、第一吐水口部及び第二吐水口部のそれぞれの
断面が縦方向に長い矩形形状に形成されているので、第一吐水口部及び第二吐水口部から
吐水された洗浄水は、それぞれ、整流された状態で、棚部上で且つリム部の内周面に沿っ
て旋回するので、洗浄水がリム部を越えて便器外に水飛びすることを防止することができ
る。
【０００９】
　本発明において、好ましくは、第一吐水口部のボウル部内側壁部及び第二吐水口部のボ
ウル部内側壁部は、それぞれ、棚部の内側端近傍まで突出して形成されている。
　このように構成された本発明においては、第一吐水口部から吐水された洗浄水は、第二
吐水口部近傍に達したとき、ボウル部内側壁部に沿って棚部の内側端近傍までガイドされ
、汚物受け面に向かって流下し、さらに、第二吐水口部から吐水された洗浄水は、第一吐
水口部近傍に達したとき、ボウル部内側壁部に沿って棚部の内側端近傍までガイドされ、
汚物受け面に向かって流下するので、第一吐水口部及び第二吐水部において、洗浄水の流
れが激しく衝突することを抑えることができるので、洗浄水が便器外に水飛びすることを
防止することができる。
【００１０】
　本発明において、好ましくは、第一吐水口部の第一整流流路及び第二吐水口部の第二整
流流路は、１５ｍｍ～２５ｍｍの長さに形成されている。
　このように構成された本発明においては、第一吐水口部の第一整流流路及び第二吐水口
部の第二整流流路が、１５ｍｍ～２５ｍｍの長さに形成されているので、洗浄水を十分に
整流することができ、且つボウル部の全周において、リム部の内周壁面の曲率半径が比較
的大きい部分を多くすることができるため、水飛びを防止することができる。
【００１１】
　本発明において、好ましくは、第一吐水口部及び第二吐水口部は、これらの断面形状の
縦の長さと、横の長さとの比率が２：１乃至５：１の長さの比率に形成されている。
　このように構成された本発明においては、第一吐水口部及び第二吐水口部の断面形状が
縦方向に長い矩形形状の断面形状に形成され、第一吐水口部から吐水された洗浄水及び第
二吐水口部から吐水された洗浄水は、それぞれ、整流された状態で縦方向のリム部の鉛直
方向の内周壁面により沿わされて旋回されるので、便器の上縁部までその内周壁面がほぼ
鉛直方向に立ち上がるように形成されたリム部を越えて便器外に水飛びすることを防止す
ることができる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の水洗大便器によれば、第一吐水口部及び第二吐水口部からは、それぞれ、整流
された洗浄水が吐水されるので、リム部が上縁部までその内周面がほぼ鉛直方向に立ち上
がるように形成されたものであっても、洗浄水がリム部を越えて便器外に水飛びすること
を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一実施形態による水洗大便器の平面図である。
【図２】図１のII－II線に沿って見た側面断面図である。
【図３】図１のIII－III線に沿って見た側面断面図である。
【図４】図１のIV－IV線に沿って見た断面図である。
【図５】図１のV－V線に沿って見た部分断面図である。
【図６】図１のVI－VI線に沿って見た部分断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、添付図面を参照して、本発明の一実施形態による水洗式大便器の構成について説
明する。
　図１は、本発明の一実施形態による水洗大便器の平面図であり、図２は、図１のII－II
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線に沿って見た側面断面図であり、図３は、図１のIII－III線に沿って見た側面断面図で
あり、図４は、図１のIV－IV線に沿って見た断面図である。
【００１５】
　図１乃至図４に示すように、符号１はボウル部内の水の落差による流水作用で汚物を押
し流す、いわゆる、洗い落し式の水洗大便器であり、この水洗大便器１は、陶器製の便器
本体２を備え、この便器本体２の上部の前方側には、ボウル部４が形成され、後方側の上
部には導水路６が、導水路６の下方にはボウル部４と連通する排水トラップ管路８が、そ
れぞれ形成されている。なお、水洗大便器１は、洗い落し式の便器以外のサイホン式便器
やサイホンジェット式便器等にも、適用可能である。さらに、便器本体２は、陶器製の便
器以外の、樹脂製の便器、ディストリビュータを使用する便器等にも適用可能である。
【００１６】
　水洗大便器１は、さらに、この便器本体２の後部に取り付けられた洗浄水を貯水して給
水する洗浄水給水手段である貯水タンク（図示せず）を備え、この貯水タンク（図示せず
）には排水弁（図示せず）が設けられ、使用者の操作レバー（図示せず）等の操作等によ
り、排水弁が開いて便器本体２の導水路６に洗浄水が供給されるようになっている。
【００１７】
　ボウル部４は、ボウル形状に形成された汚物受け面１０と、ボウル部４の全周の上縁に
形成されたリム部１２と、このリム部１２と汚物受け面１０との間に棚状に形成された棚
部１４とを備える。
　リム部１２は、汚物受け面１０の上部に形成され、棚部１４の外周端から便器本体２の
上縁部までほぼ鉛直方向に立ち上がるように立壁状に形成された内周面１２ａを備えてい
る。従って、従来のリム部の頂部がボウル部の内側に向かってオーバーハングするオーバ
ーハング形状のリム部と比べると、本実施形態の水洗大便器１のリム部１２ではボウル部
４内からの水飛び及び水跳ねがリム部１２を外側に飛び越えやすくなっている。
　また、ボウル部４下方には、溜水部１６が形成されている。この溜水部１６の溜水面Ｗ

0の上方のボウル部４の汚物受け面１０の前方から見て左側の側面には、導水路６から供
給される洗浄水を吐水するゼット吐水口１８が形成されており、このゼット吐水口１８か
ら吐水される洗浄水により、溜水部１６の溜水を上下方向に旋回させるようになっている
。この溜水部１６の下方には、上述した排水トラップ管路８の入口８ａが開口し、排水ト
ラップ管路８の下降路８ｂの下端は排水ソケット（図示せず）を介して床下の排出管（図
示せず）に接続されている。
【００１８】
　なお、本実施形態の水洗大便器１においては、排水トラップ管路８の下降路８ｂの下端
が床下の排出管（図示せず）に接続されている床排水形の大便器を一例として説明してい
るが、このような形態に限定されず、下降路８ｂの末端が水洗大便器の後壁側に配置され
て床上の排出管と接続される床上排水形の大便器においても適用可能である。またボウル
部４に対して洗浄水を供給する給水源は、本実施形態で示した重力給水式のタンク構造だ
けでなく、水道水の直接給水圧を利用したものであったり、ポンプで補圧されるような構
造であってもよい。
【００１９】
　導水路６は、貯水タンク（図示せず）の洗浄水給水口（図示せず）に接続される入口部
６ａから前方に延び、便器前方から見て左側に分岐する第一吐水口側導水路６ｂと、便器
前方から見て右側に分岐する第二吐水口側導水路６ｃと、導水路６の中央下部に分岐する
ゼット吐水口側導水路６ｄとに分岐し、それぞれ、第一吐水口側導水路６ｂが便器左側か
ら前方に吐水する第一吐水口部２０と連通し、第二吐水口側導水路６ｃが便器右側から左
方向に吐水する第二吐水口部２２と連通し、ゼット吐水口側導水路６ｄが導水路６の中央
下部からゼット吐水口１８まで連通している。
【００２０】
　第一吐水口部２０は、ボウル部４の前方から見て左側の後部において、リム部１２の内
周面１２ａからいわゆるトンネル形状で突出するように形成され、第二吐水口部２２は、
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ボウル部４の前方から見て右側の後部（洗浄水の旋回方向に対して第一吐水口部２０より
も後方の部分）において、リム部１２の内周面１２ａからいわゆるトンネル形状で突出す
るように形成されている。貯水タンク（図示せず）内の洗浄水は、貯水タンク（図示せず
）の底面に配置されている洗浄水給水口（図示せず）から導水路６を経て、第一吐水口部
２０からリム部１２と汚物受け面１０との間の棚部１４上且つリム部１２の内周面１２ａ
上に便器前方方向に吐水されて旋回流が形成されると共に、第二吐水口部２２から棚部１
４上に第一吐水口部２０からの洗浄水の吐水方向と同一方向（棚部１４上を便器前方に向
かって旋回する方向）に吐水されて旋回流が形成され、これらの旋回流がリム部１２の 
内周面１２ａから棚部１４上を通り汚物受け面１０上を溜水部１６の方向に旋回しながら
流下する下降流が形成されるようになっている。
【００２１】
　つぎに、図１～図６により、上述した洗浄水の第一吐水口部２０及び第二吐水口部２２
について詳細に説明する。
　図５は、図１のV－V線に沿って見た部分断面図であり、図６は、図１のVI－VI線に沿っ
て見た部分断面図である。
【００２２】
　第一吐水口部２０は、棚部１４から上方に延び且つリム部１２の内周面１２ａからボウ
ル部４内側に向かって突出して張り出すように配置されている第一整流流路ボウル部内側
壁部２０ａと、この第一整流流路ボウル部内側壁部２０ａの上端とリム部１２の内周面１
２ａとをほぼ水平方向に結ぶ第一整流流路上壁２０ｂとを備え、この第一吐水口部２０に
は、ボウル部４の棚部１４と第一整流流路ボウル部内側壁部２０ａと第一整流流路上壁２
０ｂとリム部１２の内周面１２ａとに囲まれてリム部１２の 内周面１２ａに沿って前方
側に開口する第一吐水口２０ｃと、ボウル部４の棚部１４と第一整流流路ボウル部内側壁
部２０ａと第一整流流路上壁２０ｂとリム部１２の 内周面１２ａとにより形成され、導
水路６から第一吐水口２０ｃまで通過する洗浄水の流れを整流させる第一整流流路２０ｄ
とが形成されている。
　第一吐水口部２０の第一整流流路ボウル部内側壁部２０ａは、ボウル部４の棚部１４か
らほぼ鉛直上方に立ち上がるように形成された立壁を形成し、自身の後方端がリム部１２
の内周面１２ａの曲面に滑らかに連続するように接続され、自身の前方端がボウル部４内
側の棚部１４の内側端１４ａ近傍まで、棚部１４上を斜めに横断しながらリム部１２の内
周面１２ａの曲率半径よりも比較的に小さい曲率半径を有する弧を描くように延ばされて
いる。
　第一吐水口部２０の第一整流流路上壁２０ｂは、便器本体２の上縁部２ａよりも少し低
い位置において、ほぼ水平な平面状に形成され、ボウル部４の外周側においてリム部１２
の内周面１２ａに接続され、ボウル部４の内周側において第一整流流路ボウル部内側壁部
２０ａの頂部に接続されている。
　第一吐水口部２０の第一吐水口２０ｃは、その縦断面の形状が縦方向に長い矩形形状の
断面形状に形成され、第一吐水口２０ｃの縦方向に長い矩形形状の１辺をリム部１２の内
周面１２ａが形成しているので、第一吐水口部２０の第一吐水口２０ｃより上流側の第一
整流流路２０ｄ内から第一吐水口２０ｃより下流側まで、洗浄水がリム部１２の内周面１
２ａ上に沿うように流れる部分が比較的大きくなり、リム部１２の 内周面１２ａ上に沿
う層状の整った流れを形成しやすくなっている。
　さらに、第一吐水口２０ｃは、縦方向に長い矩形形状の断面形状に形成されているので
、第一整流流路ボウル部内側壁部２０ａがボウル部４内方に向かって出張る部分を小さく
して水流の流れを乱すことを抑制することができ、また、洗浄水が第一吐水口２０ｃから
吐水される際に横方向に拡散されにくくすることで第一吐水口２０ｃ近傍において第一吐
水口２０ｃから吐水された洗浄水と第二吐水口２２ｃから吐水された洗浄水が合流して衝
突することを抑制することができる。
【００２３】
　第一吐水口部２０の第一整流流路２０ｄは、ボウル部４の棚部１４と第一整流流路ボウ
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ル部内側壁部２０ａと第一整流流路上壁２０ｂとリム部１２の内周面１２ａとにより囲ま
れた流路として形成され、導水路６の第一吐水口側導水路６ｂの高さと同じ高さ且つ流路
の横幅が第一吐水口側導水路６ｂの横幅より狭く形成され、導水路６の第一吐水口側導水
路６ｂの断面積より小さい断面積で所定長さ延びて形成されている。従って、第一整流流
路２０ｄ内において、洗浄水の流れが、導水路６の断面積より小さい第一整流流路２０ｄ
の断面積まで絞られ、流れの乱れが抑制されて、第一整流流路２０ｄ内で一定の流れに整
えられるようになっている。
　また、第一整流流路２０ｄは、リム部１２の内周面１２ａに形成された第一内周面開口
部１２ｂから洗浄水が流入する第一整流流路流入部２０ｅから第一吐水口２０ｃまで一定
の長さのほぼ直線的な流路を有し、この流路を通過する洗浄水の流れに、第一整流流路２
０ｄの指向する 内周面１２ａに沿う方向に向かう直線的な指向性を持たせることができ
、第一吐水口２０ｃから流れ出る洗浄水の横方向の広がりを抑制するようになっている。
　このように、第一整流流路２０ｄは、導水路６から流入した洗浄水の流れをまっすぐに
整流し、整流された状態の洗浄水を、第一吐水口２０ｃから前方に向かって勢いを持たせ
て吐水でき、ボウル部４の周回方向の勢いを持たせて旋回させ、洗浄力を高くできるよう
に形成されている。
　第一吐水口部２０の第一整流流路２０ｄは、導水路６から洗浄水が流入する第一整流流
路流入部２０ｅから第一吐水口２０ｃにかけての全領域における各縦断面の形状を相似形
の縦方向に長い矩形形状の矩形形状としているが、この縦方向に長い矩形形状の断面は、
第一整流流路流入部２０ｅから第一吐水口２０ｃにかけての全領域のうちの一部に所定長
さにわたって形成されているものでもよく、少なくとも第一吐水口２０ｃから整流された
洗浄水が吐水されるために必要な領域に形成されていればよい。
【００２４】
　ここで、図５に示すように、一例として、第一吐水口部２０は、この断面形状の縦長辺
ａと横短辺ｂの長さの比率ａ：ｂが２：１～３：１（陶器で形成した場合の好ましい数値
）の長さの比率になるように形成されているのが好ましく、第一吐水口が樹脂で形成され
る場合には、この断面形状の縦長辺ａと横短辺ｂの長さの比率ａ：ｂが２：１～５：１の
長さの比率になるように形成されているのが好ましい。
　第一整流流路２０ｄは、第一整流流路流入部２０ｅから第一吐水口２０ｃまでの長さｌ

1が１５ｍｍ乃至２５ｍｍの長さに形成され、また、第一整流流路２０ｄは、導水路６の
第一吐水口側導水路６ｂ内の流路断面積と比較して小さい流路断面積を有している。
【００２５】
　第二吐水口部２２は、棚部１４から上方に延び且つリム部１２の内周面１２ａからボウ
ル部４内側に向かって突出して張り出すように配置されている第二整流流路ボウル部内側
壁部２２ａと、この第二整流流路ボウル部内側壁部２２ａの上端とリム部１２の内周面１
２ａとをほぼ水平方向に結ぶ第二整流流路上壁２２ｂとを備え、この第二吐水口部２２に
は、ボウル部４の棚部１４と第二整流流路ボウル部内側壁部２２ａと第二整流流路上壁２
２ｂとリム部１２の内周面１２ａとに囲まれてリム部１２の内側壁に沿って前方側に開口
する第二吐水口２２ｃと、ボウル部４の棚部１４と第二整流流路ボウル部内側壁部２２ａ
と第二整流流路上壁２２ｂとリム部１２の内周面１２ａとにより形成され、導水路６から
第二吐水口２２ｃまで通過する洗浄水の流れを整流させる第二整流流路２２ｄとが形成さ
れている。
　第二吐水口部２２の第二整流流路ボウル部内側壁部２２ａは、ボウル部４の棚部１４か
らほぼ鉛直上方に立ち上がるように形成された立壁を形成し、自身の後方端がリム部１２
の内周面１２ａの曲面に滑らかに連続するように接続され、自身の前方端がボウル部４内
側の棚部１４の内側端１４ａ近傍まで、棚部１４上を斜めに横断しながらリム部１２の内
周面１２ａの曲率半径よりも比較的に小さい曲率半径を有する弧を描くように延ばされて
いる。
　第二吐水口部２２の第二整流流路上壁２２ｂは、便器本体２の上縁部２ａよりも少し低
い位置において、ほぼ水平な平面状に形成され、ボウル部４の外周側においてリム部１２
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の内周面１２ａに接続され、ボウル部４の内周側において第二整流流路ボウル部内側壁部
２２ａの頂部に接続されている。
　第二吐水口部２２の第二吐水口２２ｃは、その縦断面の形状が縦方向に長い矩形形状の
矩形形状の断面形状に形成され、第二吐水口２２ｃの縦方向に長い矩形形状の１辺をリム
部１２の内周面１２ａが形成しているので、第二吐水口部２２の第二吐水口２２ｃより上
流側の第二整流流路２２ｄ内から第二吐水口２２ｃより下流側まで、洗浄水がリム部１２
の内周面１２ａ上に沿うようにされる部分が比較的大きくなり、リム部１２の内周面１２
ａ上に沿う層状の整った流れを形成しやすくなっている。
　さらに、第二吐水口２２ｃは、縦方向に長い矩形形状の断面形状に形成されているので
、第二整流流路ボウル部内側壁部２２ａがボウル部４内方に向かって出張る部分を小さく
して水流の流れを乱すことを抑制することができ、また、洗浄水が第二吐水口２２ｃから
吐水される際に横方向に拡散されにくくすることで第二吐水口２２ｃ近傍において第一吐
水口２０ｃから吐水された洗浄水と第二吐水口２２ｃから吐水された洗浄水が合流して衝
突することを抑制することができる。
【００２６】
　第二吐水口部２２の第二整流流路２２ｄは、ボウル部４の棚部１４と第二整流流路ボウ
ル部内側壁部２２ａと第二整流流路上壁２２ｂとリム部１２の内周面１２ａとにより囲ま
れた流路として形成され、導水路６の第二吐水口側導水路６ｃの高さと同じ高さ且つ流路
の横幅が第二吐水口側導水路６ｃの横幅より狭く形成され、導水路６の第二吐水口側導水
路６ｃの断面積より小さい断面積で所定長さ延びて形成されている。従って、第二整流流
路２２ｄ内において、洗浄水の流れが、導水路６の第二吐水口側導水路６ｃの断面積より
小さい第二整流流路２２ｄの断面積まで絞られ、流れの乱れが抑制されて、第二整流流路
２２ｄ内で一定の流れに整えられるようになっている。
　また、第二整流流路２２ｄは、リム部１２の内周面１２ａに形成された第二内周面開口
部１２ｃから洗浄水が流入する第二整流流路流入部２２ｅから第二吐水口２２ｃまで一定
の長さのほぼ直線的な流路を有し、この流路を通過する洗浄水の流れに、第二整流流路２
２ｄの指向する内周面１２ａに沿う方向に向かう直線的な指向性を持たせることができ、
第二吐水口２２ｃから流れ出る洗浄水の横方向の広がりを抑制するようになっている。
　このように、第二整流流路２２ｄは、導水路６から流入した洗浄水の流れをまっすぐに
整流し、整流された状態の洗浄水を、第二吐水口２２ｃから前方に向かって勢いを持たせ
て吐水でき、ボウル部４の周回方向の勢いを持たせて旋回させ、洗浄力を高くできるよう
に形成されている。
　第二吐水口部２２の第二整流流路２２ｄは、導水路６から洗浄水が流入する第二整流流
路流入部２２ｅから第二吐水口２２ｃにかけての全領域における各縦断面の形状を相似形
の縦方向に長い矩形形状としているが、この縦方向に長い矩形形状の断面は、第二整流流
路流入部２２ｅから第二吐水口２２ｃにかけての全領域のうちの一部に所定長さにわたっ
て形成されているものでもよく、少なくとも第二吐水口２２ｃから整流された洗浄水が吐
水されるために必要な領域に形成されていればよい。
【００２７】
　ここで、図６に示すように、一例として、第二吐水口部２２は、この断面形状の縦長辺
ａと横短辺ｂの長さの比率ｃ：ｄが２：１～３：１（陶器で形成した場合の好ましい数値
）の長さの比率になるように形成されているのが好ましく、第二吐水口が樹脂で形成され
る場合には、この断面形状の縦長辺ｃと横短辺ｄの長さの比率ｃ：ｄが２：１～５：１の
長さの比率になるように形成されているのが好ましい。
　第二整流流路２２ｄは、第二整流流路流入部２２ｅから第二吐水口２２ｃまでの長さｌ

2が１５ｍｍ乃至２５ｍｍの長さに形成され、また第二整流流路２２ｄは、導水路６内の
第二吐水口側導水路６ｃ内の流路断面積と比較して小さい流路断面積を有している。
　本実施形態においては、第一吐水口部２０の第一吐水口２０ｃの開口面積と第二吐水口
部２２の第二吐水口２２ｃの開口面積との大きさの比率は、６：４の開口面積の大きさの
比率に設定されている。第二吐水口部２２は、第一吐水口部２０の開口形状と異なる形状
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、縦横長さの比率及び開口面積に形成されてもよく、第二整流流路２２ｄの第二整流流路
流入部２２ｅから第二吐水口２２ｃまでの長さ及び流路断面積は、第一整流流路２０ｄの
第一整流流路流入部２０ｅから第一吐水口２０ｃまでの長さ及び流路断面積と異なるよう
に形成されてもよい。
【００２８】
　つぎに、図１、図５及び図６より、本発明の一実施形態による水洗大便器の動作（作用
）を説明する。ここで、図１においては、水洗大便器における洗浄水の流れの方向を矢印
Ｆ１乃至Ｆ５で示している。
　最初に、便器洗浄のための操作レバー（図示せず）を操作すると、貯水タンク（図示せ
ず）に設けられた排水弁（図示せず）が開き、貯水タンク（図示せず）内の洗浄水が洗浄
水給水口（図示せず）より導水路６の入口部６ａに流入する。導水路６に流入した洗浄水
は、第一吐水口側導水路６ｂと第二吐水口側導水路６ｃとゼット吐水口側導水路６ｄとに
分岐されて、第一吐水口側導水路６ｂから第一吐水口部２０に流れ、第二吐水口側導水路
６ｃから第二吐水口部２２に流れ、ゼット吐水口側導水路６ｄからゼット吐水口１８に流
れる。
　第一吐水口側導水路６ｂから第一吐水口部２０に流れる洗浄水は、第一吐水口側導水路
６ｂから第一吐水口側導水路６ｂの流路の断面積より小さい流路の断面積を有する第一吐
水口部２０内の第一整流流路２０ｄに流入し、第一整流流路２０ｄ内を所定長さ流れるこ
とにより流れが整えられて整流される。
　第二吐水口側導水路６ｃから第二吐水口部２２に流れる洗浄水は、第二吐水口側導水路
６ｃから第二吐水口側導水路６ｃの流路の断面積より小さい流路の断面積を有する第二吐
水口部２２内の第二整流流路２２ｄに流入し、第二整流流路２２ｄ内を所定長さ流れるこ
とにより流れが整えられて整流される。
【００２９】
　第一吐水口部２０から吐水される洗浄水は、矢印Ｆ１に示すように、第一整流流路ボウ
ル部内側壁部２０ａの内周面１２ａ側（ボウル部外側）から、整流された状態で、リム部
１２の内周面１２ａに沿って、ボウル部４の棚部１４上に吐水される。第一吐水口部２０
の第一吐水口２０ｃが縦方向に長い矩形形状に形成されているので、第一吐水口部２０か
ら吐水される洗浄水は、第一吐水口２０ｃの矩形部分にて扁平状態の洗浄水流となって整
流され、第一吐水口２０ｃから吐水される際には、左右方向に広がらずに上下方向に広が
りのある扁平状態の吐水形態をとりながら、リム部１２の内周面１２ａの縦方向に沿わさ
れて流出され、左右方向への拡散が抑制されている。
　第一吐水口部２０から吐水された洗浄水は、矢印Ｆ１に示すように、整流された状態で
、リム部１２の内周面１２ａに沿って、ボウル部４を１周するように旋回し、洗浄水の一
部は、矢印Ｆ２に示すように、旋回流を形成しながら棚部１４から汚物受け面１０へと流
下し、さらに、洗浄水の一部は、矢印Ｆ３に示すように、リム部１２の内周面１２ａに沿
って、ボウル部４の棚部１４上を１周するように旋回した後に、第二吐水口部２２に到達
する。第二吐水口部２２に到達した洗浄水は、リム部１２の内周面１２ａから第二整流流
路ボウル部内側壁部２２ａの内周面２２ｆに沿ってボウル部４内側の棚部１４内側端１４
ａ近傍までガイドされ、棚部１４内側端１４ａから汚物受け面１０に流下される。
【００３０】
　第二吐水口部２２から吐水される洗浄水は、矢印Ｆ４に示すように、第二整流流路ボウ
ル部内側壁部２２ａの内周面１２ａ側（ボウル部外側）から、整流された状態で、リム部
１２の内周面１２ａに沿って、ボウル部４の棚部１４上に吐水される。第二吐水口部２２
の第二吐水口２２ｃが縦方向に長い矩形形状に形成されているので、第二吐水口部２２か
ら吐水される洗浄水は、第二吐水口２２ｃの矩形部分にて扁平状態の洗浄水流となって整
流され、第二吐水口２２ｃから吐水される際には、左右方向に広がらずに上下方向に広が
りのある扁平状態の吐水形態をとりながら、リム部１２の内周面１２ａの縦方向に沿わさ
れて流出され、左右方向への拡散が抑制されている。
　第二吐水口部２２近傍では、第二整流流路ボウル部内側壁部２２ａが、第一吐水口部２



(10) JP 6061065 B2 2017.1.18

10

20

30

40

50

０から吐水された洗浄水と第二吐水口部２２から吐水された洗浄水とを、第二整流流路ボ
ウル部内側壁部２２ａが突出する方向を境に、それぞれ別々の流線方向に分けてガイドで
き、上記洗浄水の水流同士の衝突を抑制させるようになっている。
　第二吐水口部２２から吐水された洗浄水は、整流された状態で、リム部１２の内周面１
２ａに沿って、ボウル部４内を旋回し、洗浄水の一部は、矢印Ｆ５に示すように、旋回流
を形成しながら棚部１４から汚物受け面１０へと流下し、さらに、洗浄水の一部は、矢印
Ｆ４に示すように、リム部１２の内周面１２ａに沿って、第一吐水口部２０に到達し、リ
ム部１２の内周面１２ａから第一整流流路ボウル部内側壁部２０ａの内周面２０ｆに沿っ
てボウル部４内側の棚部１４内側端１４ａ近傍までガイドされ、棚部１４内側端１４ａか
ら汚物受け面１０に流下される。
　第一吐水口部２０近傍では、第一整流流路ボウル部内側壁部２０ａが、第一吐水口部２
０から吐水された洗浄水と第二吐水口部２２から吐水された洗浄水とを、第一整流流路ボ
ウル部内側壁部２０ａが突出する方向を境に、それぞれ別々の流線方向に分けてガイドで
き、上記洗浄水の水流同士の衝突を抑制させるようになっている。
【００３１】
　このように、第一吐水口部２０から吐水された洗浄水と、第二吐水口部２２から吐水さ
れた洗浄水とが、整流された状態で、水流の衝突を防ぎながら、それぞれ棚部１４から汚
物受け面１０に向かって旋回しながら流下して汚物受け面１０の十分な洗浄を行い、溜水
部１６の方向へ落下する下降流を形成する。
　これらの流れは、ゼット吐水口１８から溜水部１６に向かって吐水される洗浄水と合流
して、排水トラップ管路８の入口８ａから効果的に汚物を排出する流れを形成する。洗浄
水が汚物を排水トラップ管路８から排出し、貯水タンク（図示せず）内の洗浄水が一定量
まで排水されると、操作装置（図示せず）が、排水動作を終了させ、貯水タンク（図示せ
ず）内に洗浄水を給水する動作を行って一連の洗浄動作を終了させる。
【００３２】
　上述した本発明の実施形態による水洗大便器によれば、第一吐水口部２０には導水路６
の断面積より小さい断面積で且つ所定長さの第一整流流路２０ｄが形成され、第二吐水口
部２２には導水路６の断面積より小さい断面積で且つ所定長さの第二整流流路２２ｄが形
成されているので、導水路６から第一吐水口部２０及び第二吐水口部２２に流入した洗浄
水は、それぞれ、第一整流流路２０ｄ及び第二整流流路２２ｄにより整流される。その結
果、本発明によれば、第一吐水口部２０及び第二吐水口部２２からは、それぞれ、整流さ
れた洗浄水が吐水されるので、リム部１２が上縁部２ａまでその内周面１２ａがほぼ鉛直
方向に立ち上がるように形成されたものであっても、洗浄水がリム部１２を越えて便器外
に水飛びすることを防止することができる。
【００３３】
　また、上述した本発明の実施形態による水洗大便器によれば、第一吐水口部２０及び第
二吐水口部２２のそれぞれの断面が縦方向に長い矩形形状に形成されているので、第一吐
水口部２０及び第二吐水口部２２から吐水された洗浄水は、それぞれ、整流された状態で
、棚部上で且つリム部１２の内周面１２ａに沿って旋回するので、洗浄水がリム部１２を
越えて便器外に水飛びすることを防止することができる。
　また、第一吐水口部２０及び第二吐水口部２２のそれぞれの断面が縦方向に長い矩形形
状の断面形状に形成されるので、洗浄水が、リム部１２の内周面１２ａの縦方向に沿わさ
れて流出され、この洗浄水の左右方向への拡散が抑制されて、既に旋回している洗浄水の
流れとの合流における衝突が抑制でき、洗浄水がリム部１２を越えて便器外に水飛びする
ことを防止することができる。
　さらに、第一吐水口部２０及び第二吐水口部２２のそれぞれの断面が縦方向に長い矩形
形状の断面形状に形成されるので、第一吐水口部２０及び第二吐水口部２２のボウル部４
の棚部１４上の内側方向へ出っ張る大きさを、横方向に長い矩形形状の断面形状において
出っ張る大きさと比較して小さくすることができ、吐水されて旋回する洗浄水が第一吐水
口部２０又は第二吐水口部２２に衝突して乱れた状態になることを抑制することができ、
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洗浄水がリム部１２を越えて便器外に水飛びすることを防止することができる。
【００３４】
　また、上述した本発明の実施形態による水洗大便器によれば、先ず、第一吐水口部２０
の第一整流流路ボウル部内側壁部２０ａが、棚部１４上で且つリム部１２の内周面１２ａ
からボウル部４内側して形成されているので、第二吐水口部２２から吐水された洗浄水が
、棚部１４上を旋回し、第一吐水口部２０近傍に達した際に、リム部１２の内周面１２ａ
から第一吐水口部２０の第一整流流路ボウル部内側壁部２０ａの内周面２０ｆに沿ってガ
イドされるので、第一吐水口部２０から吐水された洗浄水と激しく衝突することを抑える
ことができる。さらに、第二吐水口部２２の第二整流流路ボウル部内側壁部２２ａが、棚
部１４上で且つリム部１２の内周面１２ａからボウル部４内側に突出して形成されている
ので、第一吐水口部２０から吐水された洗浄水が、棚部１４上を旋回し、第二吐水口部２
２近傍に達したとき、第二吐水口部２２の第二整流流路ボウル部内側壁部２２ａの内周面
２２ｆに沿ってガイドされるので、第二吐水口部２２から吐水された洗浄水と激しく衝突
することを抑えることができる。この結果、本発明によれば、第一吐水口部２０及び第二
吐水口部２２において、洗浄水が衝突して便器外に水飛びすることを防止することができ
る。
【００３５】
　また、上述した本発明の実施形態による水洗大便器によれば、第一吐水口部２０から吐
水された洗浄水は、第二吐水口部２２近傍に達したとき、リム部１２の内周面１２ａから
第二整流流路ボウル部内側壁部２２ａに沿って棚部１４内側端近傍までガイドされて棚部
１４内側端から汚物受け面１０に流下し、さらに、第二吐水口部２２から吐水された洗浄
水は、第一吐水口部２０近傍に達したとき、リム部１２の内周面１２ａから第一整流流路
ボウル部内側壁部２０ａに沿って棚部１４内側端近傍までガイドされて棚部１４内側端か
ら汚物受け面１０に流下するので、第一吐水口部２０及び第二吐水口部２２において、洗
浄水の流れが激しく衝突することを抑えることができるので、洗浄水が便器外に水飛びす
ることを防止することができる。
【００３６】
　また、上述した本発明の実施形態による水洗大便器によれば、第一吐水口部２０の第一
整流流路２０ｄ及び第二吐水口部２２の第二整流流路２２ｄが、１５ｍｍ～２５ｍｍの長
さに形成されているので、洗浄水を十分に整流することができ、且つ曲率半径が比較的小
さい第一整流流路ボウル部内側壁部２０ａ及び第二整流流路ボウル部内側壁部２２ａの長
さを抑えて、ボウル部４の全周において、リム部１２の内周面１２ａの曲率半径が比較的
大きい部分を多くすることができるため、水飛びを防止することができる。
【００３７】
　また、上述した本発明の実施形態による水洗大便器によれば、第一吐水口部２０及び第
二吐水口部２２の断面形状が縦方向に長い矩形形状の断面形状に形成され、第一吐水口部
２０から吐水された洗浄水及び第二吐水口部２２から吐水された洗浄水は、それぞれ、整
流された状態で縦方向のリム部１２の鉛直方向の内周面１２ａにより沿わされて旋回され
るので、便器本体２の上縁部２ａまでその内周面１２ａがほぼ鉛直方向に立ち上がるよう
に形成されたリム部１２を越えて便器外に水飛びすることを防止することができる。
【符号の説明】
【００３８】
１　　　　　　水洗大便器
２　　　　　　便器本体
２ａ　　　　　上縁部
４　　　　　　ボウル部
６　　　　　　導水路
８　　　　　　排水トラップ管路
１０　　　　　汚物受け面
１２　　　　　リム部
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１２ａ　　　　内周面
１４　　　　　棚部
１４ａ　　　　内側端
１６　　　　　溜水部
１８　　　　　ゼット吐水口
２０　　　　　第一吐水口部
２０ａ　　　　第一整流流路ボウル部内側壁部
２０ｂ　　　　第一整流流路上壁
２０ｃ　　　　第一吐水口
２０ｄ　　　　第一整流流路
２０ｅ　　　　第一整流流路流入部
２２　　　　　第二吐水口部
２２ａ　　　　第二整流流路ボウル部内側壁部
２２ｂ　　　　第二整流流路上壁
２２ｃ　　　　第二吐水口
２２ｄ　　　　第二整流流路
２２ｅ　　　　第二整流流路流入部
Ｗ0　　　　　 溜水面
ａ　　　　　　縦長辺
ｂ　　　　　　横短辺
ｃ　　　　　　縦長辺
ｄ　　　　　　横短辺
Ｆ１　　　　　矢印
Ｆ２　　　　　矢印
Ｆ３　　　　　矢印
Ｆ４　　　　　矢印
Ｆ５　　　　　矢印
ｌ1　　　　　 長さ
ｌ2　　　　　 長さ
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